
注意報第１号 

令和７年度 

発生予察情報 注意報第１号 
令和７年７月２日発行 

宮城県病害虫防除所 

果樹カメムシ類による果実被害の拡大が懸念されます。 

 作 物 名： 
 病 害 虫 名： 
 対 象 地 域： 
 予 想 発 生 量： 

果樹（りんご、なし） 
果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、クサギカメムシ、ツヤアオカメムシ） 
県内全域 
多 

巡回調査：６月 23～27 日 

天候予報：仙台管区気象台６月 26 日発表 

１ 予報の根拠 
（１）６月下旬（誘殺期間：６月中旬～６月下旬）のフェロモントラップ調査（地点数：４）において、果樹カメムシ類

（チャバネアオカメムシ、クサギカメムシ、ツヤアオカメムシ）の越冬世代成虫の誘殺が確認された。特にチャ

バネアオカメムシは、フェロモントラップ調査全地点で５月上旬から継続して誘殺が確認され、増加傾向に

ある（表１、図１）。（ /＋） 

（フェロモントラップ調査結果：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/byogai/trap.html ） 

（２）６月下旬の巡回調査において、県南部のりんごほ場で果樹カメムシ類による被害果が確認された。（ /＋） 

（３）果樹カメムシ類の活動には高温が好適であり、向こう１か月の平均気温は高いと予報されている。（ /＋） 

 
表 1 果樹カメムシ類フェロモントラップ調査結果 

（６月中旬から６月下旬までの誘殺数。４地点ともりんごほ場に設置） 

調査 
地点 

チャバネアオカメムシ 
（頭） 

クサギカメムシ 
（頭） 

ツヤアオカメムシ 
（頭） 

誘殺期間 
（日） 

白石 35 0 0 14 

亘理 133 27 3 14 

色麻 31 0 0 15 

登米 52 1 0 14 

 

図１ 令和７年度 フェロモントラップによるチャバネアオカメムシの誘殺状況 
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調査地点：白石市
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調査地点：亘理町

（R7調査開始）
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調査地点：色麻町

（R6は6/17以降欠測）
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注意報第１号 

※ 予報の根拠 ( 発生時期 / 発生量 ) 
発生時期・・・(＋)：遅くなる要因  (±)：平年並になる要因  (－)：早くなる要因    (空欄)：該当せず 
発 生 量・・・(＋)：多くなる要因  (±)：平年並になる要因  (－)：少なくなる要因  (空欄)：該当せず 

 

２ 防除のポイント 
 山林、特にスギやヒノキ林に近接するほ場では、被害を受けやすいので注意する。 

 果樹カメムシ類は、春季から秋季まで長期間にわたってほ場に飛来する。 

 管理作業時にほ場内を注意深く観察し、被害果実を見つけ次第摘果する。 

 県内の果樹病害虫防除暦の多くで夏季に採用されているジアミド系殺虫剤及びスピノシン系殺虫剤は、一

部の製品を除いて果樹カメムシ類に適用がないので、薬剤選択の際は注意する。 

 果樹カメムシ類は、りんごやなし以外の果実も加害するので注意する。 

 有袋栽培では、果実の肥大によって袋に密着すると袋の上から吸汁されることがあるので注意する。 

 

 

 

 

 

《お問い合わせ先》 

宮城県病害虫防除所 

〒９８１－０９１４ 仙台市青葉区堤通雨宮町４－１７ 

TEL：０２２－２７５－８９８２ FAX：０２２－２７６－０４２９ 

E-maiｌ：byogai@pref.miyagi.lg.jp 

★宮城県病害虫防除所から『メルマガ』で 

発生予察情報の発表をお知らせしています★ 

写真１ チャバネアオカメムシ（左）、クサギカメムシ（中央）、 
ツヤアオカメムシ（右） 

写真２ 果樹カメムシ類によるなし被害果（左） 
加害部の下の果肉はスポンジ状になる（右） 

農薬危害防止運動実施中！ 
宮城県では、６月１日から８月３１日を農薬危害防止運動実施期間と定め、農薬の安全・適正使

用を推進しています。農薬による事故を未然に防ぎ、消費者の皆さんに安全・安心な農作物を届け

るため、農薬は適正に使用しましょう。 

1. 農薬容器のラベルをよく読みましょう 

2. 土壌くん蒸剤を使用した後の適切な管理をしましょう 

3. 住宅地等で農薬を使用する際には、周辺への配慮及び飛散防止対策を

しましょう 

4. 農薬の保管管理を徹底しましょう 

農薬危害防止運動 

リーフレット 


